
（ 基準の特例）  

第 4 8 条の２  消防長が劇場等の位置、 収容人数、 使用形態、 避難口その他の避難施設の配置等のよ

り 入場者の避難上支障がないと 認める と き においては、 消防長の定める と こ ろ によ り 、 前２ 条の規

定の全部又は一部は、 適用し ない。（ へ）  

 

【 解 説】  

本条は、 近年の建築物の大規模化、 高層化、 複雑多様化に伴い、 今後、 様々な形態の劇場等の建設

が見込ま れる こ と から 、こ れら の劇場等の客席の基準に関し 、入場者の避難上支障がないと 認めら れ

る 場合には、 前２ 条の基準の適用除外が認めら れる こ と を 規定し たも のである 。  

 

１  第4 7 条第１ 号及び第4 8 条第１ 号関係 

劇場等の車椅子使用者用客席の横に設ける 同伴者用客席について、次の事項すべてに適合し てい

る 場合 

⑴ 車椅子の使用者の介助を 目的と し ている こ と 。  

⑵ 第4 7 条第５ 号又は第4 8 条第４ 号に定める 客席の避難通路に設けないこ と 。  

⑶ 同伴者用の椅子席の数は、 観覧時において必要最小限の数と する こ と 。  

 

図4 8 の２ －１ 特例によ り 同伴者用客席の床への固定が免除さ れる 場合の例 

 

 

 



２  第 4 7 条第１ 号から 第４ 号及び第 4 8 条第１ 号から 第３ 号関係 

次の事項について、 総合的に判断し 支障ないと 認めら れる 場合 

⑴ 位置に関し ては、 当該劇場等の周囲に十分に広い空地がある 場合等 

⑵ 収容人員に関し ては、第5 1 条の規定によ る 定員が少ないこ と のほかに、当該劇場等の入場者の

密集度を 考慮する 。  

⑶ 使用形態に関し ては、 集会場及び公会堂等において、 映画、 劇場等の開催のほかに、 いすの移

動を 要する よ う な用途にも 使用する 場合等 

⑷ 避難口その他の避難施設の配置等に関し ては、 避難口、 廊下、 階段、 避難通路、 屋上広場、 前

面空地、 バルコ ニー、 ひさ し 、 ス ロ ープ、 ド ラ イ エリ ア等が法令の規定以上に十分に整備さ れて

いる 場合等である ほか、 警備員の配置等も 含ま れる 。  

 

３  第 4 7 条第５ 号及び第 4 8 条第４ 号関係 

  避難通路以外の避難上の設備（ 避難器具、 避難口等） を 代替的に設けた場合を いい、 第 4 7 条第

５ 号アから オま でに掲げる 基準及び第4 8 条第４ 号アから エま でに掲げる 基準には合致し ないが、こ

れによ る 場合と 同等の効果を 有する よ う に避難通路を 設ける 場合を 含むも のである 。  

  なお、 特殊な座席配列と し て、 欧米等には、 座席の横の列数列以下ご と に出入口を 設け、 かつ、

出入口の大き さ を 一定以上確保し 、 さ ら に、 出入口は外部又はロ ビ ー等に通じ ている よ う な、 いわ

ゆる コ ン チネン タ ルス タ イ ルの座席配列（ 図 4 8 の２ -2 ） がある が、 こ う いっ た形態のも のでも 、

避難口その他の避難施設等によ り 入場者の避難上支障がないと 認めら れる 場合には、最大席数等を

増加さ せても 差し 支えないも のである 。  

  ま た、屋外の劇場等の客席で、ス タ ン ド がなく 芝生を ス ロ ープ化し て使用する 席も 本条を 適用し

た例である 。  



 

図 4 8 の２ -2  コ ン チネン タ ルス タ イ ルの座席配列 
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